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上部5cmはアスファルト。
その下部は礫混り砂質土による盛
土。
全体に中粒質砂が主体。
所々に粘性土が混る。

上部5cmはアスファルト。
その下部は礫混り砂質土による盛
土。
全体に中粒質砂が主体。
所々に粘性土が混る。

盛

土

褐

灰

中粒質砂が主体。
全体に礫径2mm～20mm程度の礫が不
均一に混る。

中粒質砂が主体。
全体に礫径2mm～20mm程度の礫が不
均一に混る。

礫混り
砂

暗

褐

細粒質砂が主体。
全体に礫径2mm～10mm程度の礫が所
々に若干点在する。

細粒質砂が主体。
全体に礫径2mm～10mm程度の礫が所
々に若干点在する。

シルト
混り砂

暗

灰

砂分は粗粒質砂が主体。
礫分は礫径2mm～20mm程度の礫が不
均一に混る。

砂分は粗粒質砂が主体。
礫分は礫径2mm～20mm程度の礫が不
均一に混る。

シルト
混り砂
礫

青

灰

全体に微粒質砂～細粒質砂が混る。
粘性は中位で、半固結状を呈する。
全体に微粒質砂～細粒質砂が混る。
粘性は中位で、半固結状を呈する。

砂混り
粘土 灰

概ね下部になるにしたがって、締ま
っている。
深度20m付近までは強風化～中風化
を受ける。
また、深度12m付近まではやや粘土
化が見られる。

深度23ｍ付近から礫径5mm～60mm以
上の未風化部位が残り、
この中には礫径5mm～25mm程度の石
英質礫が多く混る。

深度24m付近からは特に未風化部が
多くなり、
短柱状のコアが多く採取されて全体
に砂礫状を呈する。

概ね下部になるにしたがって、締ま
っている。
深度20m付近までは強風化～中風化
を受ける。
また、深度12m付近まではやや粘土
化が見られる。

深度23ｍ付近から礫径5mm～60mm以
上の未風化部位が残り、
この中には礫径5mm～25mm程度の石
英質礫が多く混る。

深度24m付近からは特に未風化部が
多くなり、
短柱状のコアが多く採取されて全体
に砂礫状を呈する。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




